
All Rights Reserved Copyrights© ハウスプラス住宅保証株式会社 2011 ＨＰ住-225-2（Ver.20111003）

住宅省エネラベル 技術基準整理（次世代省エネ基準適合の場合）

次世代省エネ基準に適合している
（結露防止対策は留意事項）

以下の何れかに適合すること

ハウスプラスの評価書等（※１）により断熱性能基準に適合している

（※１）評価書等とは、設計住宅性能評価書（省エネ等級４）、建設住宅性能評価書（省エネ等級４）、長期優良住宅認定通知書、

長期優良住宅技術的審査適合証、フラット３５S（竣工）適合証明書（省エネ基準適合）になります。

１．「算定用プログラム」の断熱性能区分は（ウ）※２を選択する

OR

断熱性能基準

総合省エネ基準

＋

● 次世代省エネ基準に適合している場合、
総合省エネ基準への適合とあわせて、
住宅省エネラベル適合性判定は、左図のように「総合省エネ基準」
及び「断熱性能基準」の表示をすることができます。
（「断熱性能基準」のみでの表示はできません）

技術基準の整理と注意点については、以下をご確認ください。

＝ 次世代省エネ基準

＝ トップランナー基準

CHECK
その他、設備機器の算定を
して
基準達成率を１００％以上
としてください

総合省エネ基準

断熱性能基準

＝ トップランナー基準

＝ 次世代省エネ基準

２．「設計内容説明書」の断熱性能区分は（ウ；次世代省エネ基準適合）※２を選択する

CHECK

（※２）（ウ：次世代基準適合）の選択でなく、
（エ）（オ）やU 値、R 値を入力した場合には、次世代
省エネ基準で定められている緩和規定を使うことはで
きませんのでご注意ください。
また、Q 値計算されている場合には、計算通りの値を入
力してください。
（緩和規定：２％緩和、４％緩和、断熱抵抗値の緩和
規定）

財団法人 建築環境・省エネルギー機構ホームページより掲載

ハウスプラス住宅保証（株）ホームページよりダウンロード可能

算定用プログラム

設計内容説明書（総合省エネ基準）


